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第
発
山
言
躰

　
　
急
契

　
　
　
話

　
　
松
電
　
　
中

決
算
起
債
瀦
な
承
認

　
　
　
四
農
協
か
ら
の
要
請
事
項
は
新
年
度
に
検
討

12月定例町議会

町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十
二
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
．
町
役
場
で
開
か
れ
た

席
上
昭
和
三
十
四
年
度
各
会
計
決
算
ほ
か
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
ハ
、
一
い
て
審
議
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

こ
の
ほ
か
町
内
四
農
協
連
署
で
陳
情
さ
れ
た
協
同
倉
庫
助
成
請
願
ほ
か
二
つ
の
問

題
（
別
項
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
全
部
採
択
し
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

は
産
業
委
員
会
に
付
託
し
た
。

ω
昭
和
三
十
四
年

　
度
一
般
会
計
決

　
算
認
定
に
つ
い

　
て
（
別
掲
）

図
昭
和
三
十
四
年
度
国
保
会
計
一

　
お
よ
び
直
営
診
療
所
会
計
決
一

　
算
の
認
定
に
に
い
て
（
別
掲
y

③
昭
和
三
＋
四
隻
梁
簡
易
一

　
水
道
会
計
お
よ
び
ブ
ル
ト
ー
一

　
ザ
会
計
決
算
の
認
定
に
っ
い
｝

て
．
　
　
　
『

㈲
昭
和
三
十
五
年
度
一
般
套
計
『

　
お
よ
び
・
覆
会
計
・
直
嘗

　
診
療
所
会
計
、
湯
本
簡
易
水

道
壽
追
袈
正
予
築
迦

　
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
一

⑤
浦
田
中
学
校
、
新
築
に
伴
う
記

　
債
四
〇
万
円
を
承
認
し
た
Q
、

躍
羅
羅
薄
譲
囎
費
に
追
加
し
た

な
鰐
議
鍍
膿
欝
鱒
壕
跡
叢
講

共
同
倉
庫

助
成

ム
ハ
ヨ

孟
庭

四

　
十
二
月
定
例
町
議
会
で
と
り

あ、

げ
ら
れ
た
町
内
四
農
協
組
合

長
遮
署
に
よ
る
陳
情
事
項
は
つ

ぎ
の
三
．
項
目
で
あ
る
。

　
議
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
薪
業
の
宰
施
に
つ
い
て
は
相

当
の
経
費
が
必
要
と
な
る
の
で

新
年
度
の
予
算
編
成
と
か
ら
み

産
の
振
興
を

農
協
組
合
長
陳
情

　
　
一
慎
重
に
検
討
を
す
る
こ
と
と
な

　
　
ヘ
　
ヤ

　
　
一
り
　
産
業
委
員
会
に
付
託
と
な

　
　
『
つ
た
も
の
で
あ
る
・

　
　
一
m
協
同
農
業
倉
庫
（
外
丸
に
新

　
　
　
築
の
）
に
対
し
百
万
円
の
助

　
　
成
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
【
ω
畜
産
事
業
に
つ
い
て
、
和
牛

　
　
［
の
導
入
資
金
借
り
入
れ
の
促
進

　　昭和34年度一般会計決算のあらまし

　◆歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　（単位万円）

　　　　　　　　　　　昭和34年度　　　　　昭和　　　　　　　　　　 ＿　項目33年度決算額説明
　　　　　　　万肖　　　万円1．町　　　　　税　2，045　1，838町民税336、固定資産税1，176

　　　　　　　　　　電気ガス税93、たばこ消費税
　　　　　　　　　　158、入湯税57
　　　　　　　　　　33年に比し減収したのは、固
　　　　　　　　　　定資産税率引き下げによる。
2，地方交付税2，3312，430
3，肘産売却費　　　5　　43　薪堤原木、中立山分校払下げ

　　　　　　　　　　代金
4．使用料、手数料　　76　　53建物．温泉使用料26、戸P一ぐ

　　　　　　　　　　証明手数料27
5．困庫支出金　545　345各種の国補助金
6．県支出金　246　401各種の県補助金
7，寄　附　金　79　83道路、僑、ボ｝・ブなどの地元
　　　　　　　　　　負担金繰入
8，繰　越　金　206　490

9雑収入20015410町　　　債　580　508町∂借金
殻入合計6．3146．344

　
　
　
　
　
　
　
　
～

と
、
種
豚
の
導
入
に
対
す
る
助

成
を
し
て
ほ
し
い
。

　
町
営
家
畜
検
査
場
所
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

　
家
畜
人
工
授
精
液
中
継
所
運

営
費
の
助
成
を
し
て
ほ
し
い
。

　
荒
地
等
を
積
極
的
に
牧
野
に

．
造
成
す
る
措
置
を
構
じ
て
ほ
し

い
。
圖
養
．
蚕
技
術
員
を
町
移
管
に
し

て
ほ
し
い
。

浦
田
中
学
校
落
成

　
　
　
総
工
費
一
千
百
万
円

　
　
　
生
徒
数
一
九
三
人

　
今
春
か
ら
武
江
組
の
請
負
で

施
工
さ
れ
て
い
た
浦
田
中
学
校

の
落
成
式
は
十
二
月
二
十
五
臼

　　◆歳出　　　 昭和34年度　　　　　　　　昭　和
　　項　ロ　33年度灘額　説　　明
　　　　　　　　　　ガヨ　　　カ　　
1議　　套　　費　　54　　57　議昌報酬、旅費

2役　　場　　費　　958　937職員給料及び備品、庁舎維持
　　　　　　　　　　　　　　　費など

3消彫けいさつ費　　151　　i52　消防備品及び修理費など
4土　　木　　費　　982　　907　道路、橋の維特蕎620　藤原、
　　　　　　　　　　　　　　　・浦田鯨復旧77　五卜子平、十
　　　　　　　　　　　　　　　日町線復旧106　など

5教　育　費2，0942，134；b立山分校融筆関阿64r奪－学
　　　　　　　　　　　　　　　松勿II本校屋休噺地冒q冒6
　　　　　　　　　　　　　　　他は恒常学校維時費など
　　　　　　　　　　　　　　　定時判高絞奮160公民舘費65
　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会費”6
6社会労働施設費　　283　331失対事業費225社会福祉費73
7，保健衛生費　　1日　　118　伝染病、結核予防、ねず魯退
　　　　　　　　　　　　　　　治費など
8産業経済費　　672　1，094　ブルトーザ購入470産業育成
　　　　　　　　　　N　　　　資金60　巾尾農道工事145動
　　　　　　　　　　　　　　　力さん粉機49
9．公　　債　　費　　149　151町債の償還金と利子

io・そ　　の　　仙　　357　285統計、選挙関便費

（湯本にて）旺｝追い雲穴
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差引残　34年　178万円　35年度へ操越し
　　　　　（33年　489万円）

中
尾
部
落
か
ら
陳
情

　
中
尾
部
落
か
ら
十
二
月
二
卜

．
日
新
設
道
路
に
砂
利
を
し
い
て

ほ
し
い
こ
と
、
火
災
防
止
等
の

糊
麓
饗
灘
絶
亭
い
う
請
願
書
が
提
出
さ
れ

増
え
る
妊
娠
中
絶
に
よ
る
婦
人
病

　
　
　
適
切
な
避
妊
と
妊
婦
指
導

購
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9
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レ
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2
ε
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＝
．
．
3
零
8
，
＝
．
二
3
窒
＝
＝
；
3
昌
言
蓄
一
・
二
＝
＝
富
，
3
二
＝
＝
輩

一
九
六
一
年
を
迎
え
て

亀
9
．

｝

綴
、

　
明
け
ま
し
て
御
芽
出
度
う
存

じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
新
春
を
お
祝
い
申
し
一

上
げ
併
せ
て
町
民
各
位
の
御
健

康
と
御
幸
福
を
心
か
ら
お
慶
び
、

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
町
村
合
併
当
初
．

か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

浦
田
中
学
校
の
本
校
舎
の
建
築

松
之
山
中
学
校
の
屋
外
運
動
場

の
整
備
、
町
道
冬
仙
線
を
初
め

…
数
ヵ
所
の
町
道
の
新
設
或
は
改

良
工
事
も
、
農
道
石
原
線
外
三

線
も
そ
れ
ぞ
れ
計
画
通
り
完
成

又
は
進
渉
を
見
る
こ
と
が
で
き

尚
町
の
中
心
部
県
道
の
特
殊
改

良
工
事
を
初
め
と
す
る
土
木
公

』
共
事
業
等
々
、
町
民
各
位
の
積

．
極
的
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
着

々
と
諸
事
業
の
進
歩
を
見
て
居

り
ま
す
こ
と
は
共
に
御
同
慶
に
躍
の
年
で
あ
ら
し
め
た
い
も
の

堪
え
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
だ
と
御
祈
念
申
上
げ
る
も
の
で

　
し
か
し
な
か
ら
農
家
の
皆
様
御
座
い
ま
す
。

の
真
剣
な
御
努
力
に
も
係
ら
ず
　
新
年
に
当
り
町
民
の
奉
仕
者

稲
作
の
病
害
虫
の
被
害
が
意
外
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
吏
に
新

に
多
く
あ
つ
た
た
め
に
予
想
以
た
に
し
て
昭
和
三
十
六
年
度
の

上
の
減
収
に
な
つ
た
事
と
、
火
町
政
の
処
理
運
営
に
挺
身
し
て

災
の
被
災
二
世
帯
あ
り
ま
し
た
．
行
き
た
い
と
念
願
、
致
し
て
お
り

事
は
誠
に
遺
憾
に
存
ず
る
次
第
ま
す
の
で
、
今
後
共
忌
慨
の
な

で
御
座
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
い
御
批
判
と
御
鞭
撞
を
お
寄
せ

　
明
け
て
本
年
こ
そ
は
前
年
の
・
下
さ
い
ま
し
て
、
松
之
山
建
設

凡
て
の
．
減
収
分
を
取
戻
す
こ
と
の
た
め
に
御
協
力
を
賜
り
ま
す

の
出
来
ま
す
よ
う
に
、
叉
無
火
よ
う
只
管
御
願
い
申
上
げ
ま
し

災
、
無
災
害
の
年
で
あ
る
よ
う
て
極
め
て
簡
単
な
が
ら
私
の
年

に
、
町
民
各
位
と
共
々
新
し
い
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

希
望
と
抱
負
を
こ
め
て
数
歩
飛
　
町
長
　
佐
　
藤
　
重
　
孝

俳句

　
最
近
妊
娠
中
絶
や
避
妊
方
法

の
あ
や
ま
り
な
ど
に
よ
る
婦
人

病
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
こ

の
出
費
は
総
医
療
費
の
九
ー
一

四
％
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。

　
十
二
月
十
三
日
松
之
山
公
民

舘
で
開
か
れ
た
家
族
計
．
町
反
省

会
は
、
百
三
〇
名
の
婦
人
が
参

集
し
て
開
か
れ
た
。
同
日
は
県

母
子
衛
生
係
長
梶
島
先
生
の
、

一
「
婦
人
の
性
教
育
と
妊
娠
中
絶

一
に
つ
い
て
」
の
有
意
義
な
講
話

一
が
あ
3
．

一
梶
島
先
生
談
「
相
沢
保
健
婦
さ

　
ん
か
ら
資
料
を
み
せ
て
も
ら

一
　
つ
て
、
二
・
四
～
以
下
（
標
、

一
　
準
三
㌧
）
の
未
熟
児
が
非
常

　　　町　の　負　債
　　　　　（昭和34年度会計末現在〉

観 蓬1働塁 論磯欝擁
藻養纏糞『蒲㎜避 認　i窪ヲ

松之山中学校の127　701　57145．3
屋体建築1　1　　1　　1
騨騨28☆127146・3
浦田、ち松之山線 30　　300　　274148，3

新設道路 　！　 　1
松之ll坤学松里130i2001183 48，3
校
〃

舎
屋
麟
32113・11261533

三省小学校改築133 380 38054，2

駕警繍：稲劉1畿：1
、食．．．

一

一計！

1！・剛 ！・副一
…一

午
前
十
一
時
か
ら
新
校
舎
で
．
行
一
設
計
料
雑
，
費
三
ピ
万
円
べ
、
碧
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

わ
れ
た
。
新
校
舎
は
請
負
工
費
一
教
案
六
、
特
別
教
窒
三
、
収
容

七
八
三
万
円
　
附
帯
工
事
】
二
生
徒
数
一
九
三
人
の
学
椅
．
で
あ

O
万
円
敷
地
代
金
一
六
八
万
円
7
。
　
（
校
舎
写
真
二
面
に
）

町
の
借
金
千
八
百
万
円

　
　
　
　
　
　
一
戸
当
り
八
千
七
百
円

　
町
の
負
債
は
別
表
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
六
三
制
に
よ
る
学
校

建
築
費
に
あ
て
た
の
が
大
部
分

で
あ
る
が
、
こ
の
元
利
返
さ
い

に
毎
年
百
五
十
万
円
が
必
要
で

あ
り
総
麦
出
額
の
二
・
四
α
7。
に

一
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
郡
内
各
町
村
の
負
債
状
況
は

『
つ
き
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
（
カ
ツ
コ
内
は
一
世
帯
当
り
）

一
安
塚
町
、
（
霜
誘
朋
）

牧松
　代村（町
一万三
千二千
万千百
円五万
百円
円

）

大
島
村

浦
川
原

松
之
山

一
千
万
円

　
（
七
千
円
）

一
千
二
百
万
円

　
（
九
千
三
百
円
）

一
千
五
百
万
円

（
一
万
千
五
百
円
）

一
千
四
百
万
円

　
　
（
七
千
百
円
）

（
以
上
は
昭
和
三
十
三
年
末
現

在
で
郡
平
均
九
千
円
）

昭
和
三
十
四
年
度
末

　
松
之
山
　
一
千
八
百
万
円

　
　
　
　
　
（
八
千
七
百
円
）

に
多
い
こ
と
に
驚
い
た
。

こ
の
原
因
と
し
て
は
姓
娠
中

の
母
体
に
充
分
な
か
ん
き
よ

う
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
つ

た
か
ら
だ
が
、
助
産
婦
さ
ん

ら
の
姓
娠
中
に
お
け
る
指
導

に
よ
つ
て
或
る
程
度
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

正
し
い
性
知
識
や
避
妊
方
法

の
指
導
と
あ
わ
せ
て
町
当
局

か
ら
充
分
考
え
て
ほ
し
い
」

　
養
老
院
な
ど
に

　
正
刀
の
モ
チ
を

　
町
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
は
婦
人
会
の
方
々
が
中
心
と
な

　
つ
て
す
す
酔
ら
れ
た
が
、
こ
の

　
運
動
に
寄
せ
ら
れ
た
モ
チ
米

　
は
二
七
五
～
（
約
一
石
八
斗
五

た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
配
分
し
ま
し
た
の
で
報
告

　
し
ま
す
。

、
新
潟
県
立
長
岡
ロ
ウ
学
校
六
〇

～
、
新
潟
県
立
高
田
盲
学
校
五

　
〇
～
、
養
護
施
設
若
竹
寮
四
五
．

　
～
、
精
神
は
く
弱
児
施
設
に
し

　
ぎ
、
学
園
六
〇
騒
、
直
江
津
養
老
’

　
院
三
〇
～
、
中
魚
沼
養
老
院
三
．

　
O
㌧
。

　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
）

3
，
く
乏
》
多
多
ぐ
｝
～
、
≧
～
《
》
ぐ
》
（

　
最
近
家
屋
の
新
増
築
が
目
立

つ
て
お
り
こ
れ
に
と
も
な
い
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
賦
課
が
実

情
に
そ
わ
ず
各
位
に
御
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ

の
是
正
が
早
く
か
ら
懸
案
に
な

つ
て
い
ま
し
た
。

　
乙
の
よ
う
な
事
情
か
ら
役
場

税
務
係
で
は
今
ま
で
の
評
価
方

法
と
は
全
く
違
う
評
点
式
評
価

注
に
よ
り
一
昨
年
か
ら
家
屋
の

再
評
価
事
務
に
と
り
か
か
り
現

在
算
定
中
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
一
月
幽
不
頃
皆
様

か
ら
閲
ら
ん
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
向
う
三
力
年
の

家
屋
固
定
．
資
算
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
閲
ら
ん
の
期
日
は
後
ほ
ど
区

長
さ
ん
を
通
じ
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
Q

夙～》～、AWl一～一》一

｛
≧
》
！
く
ン
‘
き
ミ
ン
～
～
…
噛

一23一
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浦
田
癖
松
里
中
縛
は
新
年
度
に

　
　
　
i
議
会
、
教
委
合
同
会
議
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
榊
簾
町
民
え
の
P
R
を
第
一

　
中
学
校
生
徒
の
増
加
対
策
な

ら
び
に
中
学
校
の
統
合
問
翌

協
議
す
る
た
め
十
二
月
十
三
日
［

開
か
れ
た
警
奮
倉
豊

総
文
委
員
会
、
各
常
任
委
員
長
｝

合
同
会
議
は
、
同
日
午
後
五
時
『

半
ま
で
長
時
間
に
わ
た
つ
て
慎
【

軍
な
研
究
を
か
さ
ね
た
。
そ
の
㎜

結
論
だ
け
を
要
約
し
て
お
知
ら
一

せ
し
ま
す
。
尚
浦
田
中
学
校
屋
．

内
体
操
場
と
松
里
中
学
の
増
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

規
模
は
い
ず
れ
も
新
年
度
に
お
停

け
る
町
の
財
政
事
情
と
に
ら
み
一

合
わ
せ
て
き
め
ら
れ
る
も
の
で
一

あ
り
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
三
．

晶
に
な
る
だ
ろ
う
・
　
［

　
叉
中
学
校
の
統
合
問
題
は
、
一

単
に
議
会
と
し
て
の
問
題
だ
け
一

で
は
な
く
、
な
ん
と
い
つ
て
も

町
民
の
理
解
と
協
力
が
土
台
と

な
ら
な
け
れ
ぽ
成
り
立
た
な
い
一

来
年
度
中
に
馨
の
結
蓼
麹

し
・
こ
れ
を
広
－
町
民
塞
．

て
ゆ
く
こ
と
と
な
つ
た
。

ω
浦
田
中
学
校
の
屋
内
体
操
場

　
は
鉄
骨
の
十
間
梁
と
し
て
新

　
年
度
雪
消
え
を
ま
つ
て
着
工

　
す
る
。

図
松
里
中
学
校
舎
に
二
教
室
を

　
増
築
す
る
．
新
年
度
雪
消
え

　
を
ま
つ
て
着
工
す
る
。

⑧
中
学
校
の
統
合
は
昭
和
三
十

　
六
年
度
中
に
、
統
合
校
舎
の

b
一
一
臼
一
一
曹
』
一
噂
二
甲
一
陶
一
一
一
．
網
，
曹
一
一
一
－
一
『
，
，
9
一
｝
一
一
一
■
」
一
－
一
，
一
”
6
9
・
h
一
9
騨
，

　◎

甲
一
，
甲
一
魅
－
響
，
．
．
．
噛
～
；
一
一
一
噸
一
嘱
p
9
～
．
．
、
『
一
～
へ

9』覧u「＾’》1一＾’1－7＾》

1町民の広場

｝
1懸・
f一り「い、馳㌧，A一し㌧’F’りlr』『一鴇り“隔

堺
所
、
規
模
な
ど
の
結
論
を
．

出
す
。
こ
れ
を
町
民
に
周
知
．

し
、
な
っ
と
く
を
得
た
上
で
、

向
こ
う
五
力
年
の
間
に
一
切
｝

を
完
成
さ
せ
た
い
。
　
　
　
　
｝

囎五年間に八七〇人減
最高は小谷、新田、ついで水梨、湯山

　
　
さ
る
＋
一

ハ
百
丘

鞍
墾
縣
墨

よ
鞭

全
体
で
は
一

．
昭
塾
、
干
一

　
．
五
年
力
ら

　
と
い
う
が
東
北
、
北
陸
、

　
な
ど
の
周
辺
農
業
県
で
減
り
方

　
が
目
立
つ
て
い
る
と
い
・
）
。

　
　
松
之
山
町
で
は
、
昭
和
三
十

　
五
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
人

　
口
は
一
〇
、
、
五
三
一
人
で
昭
和

　
二
十
五
年
に
比
べ
て
一
、
三
四

　
三
人
減
り
、
叉
五
年
前
よ
り
八

　
七
三
人
の
減
で
．
一
年
間
に
一

　
七
四
人
づ
つ
減
つ
た
こ
と
に
な

じ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
ロ
ロ
　
じ
ロ
ロ
じ
じ
ロ
　
ロ
　
じ
じ
　
ロ
ロ
じ
リ
ロ
ロ
じ
ぱ
ロ
じ
じ
ロ
ヨ
ロ
じ
じ

　
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
共
一
層

％
の
．
こ
べ
ん
た
つ
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
O

　
①
窓
口
で
の
応
対
は
良
好
で
し

　
た
、
し
か
し
ど
う
い
う
わ
け
か

　
あ
な
た
方
が
最
近
役
場
へ
お

い
で
に
な
つ
て
窓
口
で
の
応
対

や
そ
の
ほ
か
不
便
や
、
不
快
の

感
じ
を
う
け
ら
れ
た
こ
と
は
な

か
つ
た
で
し
よ
う
か
な
ど
と
ハ

ガ
キ
に
よ
つ
て
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
つ
ぎ
の
回
答
と
意
見
を
い

の
＋
年
顕

に
東
京
の
｝

一
つ
分
だ
｝

け
人
。
蟹

増
え
た
こ
㎜

と
に
な
る
．

　
　
関
東

に

る
。　
部
落
別
の
人
口
を
十
年
前
の

昭
和
二
十
五
年
に
比
べ
る
と
松

之
山
で
四
十
五
人
、
ほ
か
に
三

部
落
で
そ
れ
ぞ
れ
九
人
以
内
の

増
加
が
あ
つ
た
だ
け
で
他
の
三

十
三
部
落
は
一
様
に
減
つ
て
い

る
o
　
こ
の
十
年
間
で
減
つ
た
最
高

は
小
谷
賦
、
上
世
帯
当
り
一

人
つ
い
f
、
新
田
一
・
七
人
、

る
◎

　
　
出
生
率
は
六
〇
％
に

　
　
死
亡
率
は
五
二
％
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ノ
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

梨
、
湯
山
が
こ
れ
に
つ
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
人
口
動
態
の
面
か
ら
入
る
と

十
年
前
の
昭
利
二
十
五
年
に
比

べ
る
と
出
生
率
は
当
時
の
六
〇

％
に
落
ち
、
叉
死
亡
率
も
五
二

国保会計決算あらまし

可
一
年 　
明

砲一知皿丁 一’　…爾『 和』’㎜3－r年

33年度　淀緬… 二説二一一
　万円　　万円
　894　　890　一世帯当り4，1

　685　781療養給付費に1
　573857隆務醐助921

一世帯当り4，804円

療養給付費に対する約50％

事務費補助92万円、療養給付費
補助412万円

　
　
　
　
　
　
　
　
税
金
助

　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
瞬

　
　
　
歳
　
　
監
．
陳

　
　
　
　
　
項

　
　
　
　
　
　
　
　
江
－
吃
－

冷

％
に
下
つ
て
い
る
。
従
つ
て
自
．

然
増
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
に

・
は
一
年
問
に
二
一
五
人
で
あ
つ

た
も
の
が
、
現
在
で
は
一
四
四
㎜

人
と
な
つ
て
い
る
、
、

コ
ヨ
ペ
の
い
　
ら
の
り
　
コ
の
じ
り
ず
ヨ
リ
ロ
の
ヨ
ヨ
ず
　
キ
メ
の
り
て
ヨ
　
ち
ず
　
　
　
ヨ
つ
り
の

一
冬
の
家
畜
保
健
を

．
し
皿
①
磁
物
畷
燗
郵
勧

　
　一
う
一
　
不
足
し
な
い
よ
う
・

　
に
す
る
こ
と
。

　
と
リ
ン
を
与
え
る
こ
と
。

③
骨
の
基
と
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム

－
頓
、
一
一
一
甲
1
一
り
い
P
，
一
〇
1
』
一
，
一
騨
9
璽
一
り

③
日
光
浴
を
さ
せ
る
。

④
冬
期
に
は
ピ
タ
、
・
・
ン
A
を
分
皿

　
む
飼
料
、
た
と
え
ぽ
サ
イ
レ

　
ニ
ロ
ご
も
こ
ニ
こ
こ
ニ
ニ
　
し
こ
ニ
ご
こ
き
ニ
こ
こ
ニ
ゆ
ご
ユ
コ
ニ
ロ

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
お
聞

き
す
る
の
で
す
か
ら
、
も
つ
と

柔
か
い
雪
・
葉
を
も
つ
て
ほ
し
い

　
　
　
　
（
年
令
氏
名
な
し
）

　
　
　
　
○

　
電
話
の
応
対
町
政
の
P
R
を

随
分
長
い
時
間
待
さ
れ
ま
し
た
③
図
書
室
も
社
会
教
育
課
も
二

　
用
事
は
思
い
通
り
済
ま
し
て
階
の
奥
で
は
、
公
民
の
公
民
舘

も
ら
い
ま
し
た
が
。
　
　
　
　
　
に
な
り
え
な
い
。
も
つ
と
町
民

　
　
　
（
五
九
才
氏
名
な
し
）
　
に
近
ず
け
る
よ
う
に
考
え
て
ほ

　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
し
い
、
係
が
不
在
で
図
書
を
借

②
時
に
電
話
で
解
ら
ぬ
ε
を
り
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
つ
た
。

お
尋
ね
し
た
ら
不
親
切
な
応
答
　
　
町
の
広
報
を
増
ペ
ー
ジ
し
て

　
ー
ジ
、
根
菜
．
類
な
ど
与
え
る
｝

　
一
頭
一
日
当
り
給
与
適
乳
毘
は
㎜

　
サ
イ
レ
ー
．
シ
、
子
牛
三
～
七
…

糖
伽
㌦
君
書
韓
望

　
成
牛
十
五
～
二
十
キ
V
　
　
一

一
⑤
牛
の
給
水
は
、
げ
、
巾
い
と
飲
ん
一

で
体
温
と
型
差
る
ま
壁

あ
た
た
め
、
響
な
エ
ネ
詑

」
－
・
3
三
＝
」
＝
＝
三
・
＝
一
。
・
。
…
＝
＝
”
7
…
量
・
『
■
＝
一
9
一
・
『
一

町
政
の
P
R
に
つ
と
め
て
ほ
し
㎜

い
。
投
稿
欄
を
設
け
た
ら
ど
う

で
し
よ
う
か
。

　
　
　
（
一
三
才
男
氏
名
な
し
）

　
　
　
　
戸
、
L
．
・

④
親
切
か
否
か
は
別
と
し
て
一

般
に
役
場
は
官
僚
の
巣
だ
と
い

わ
れ
て
お
る
。
私
も
又
そ
う
感

ず
る
こ
と
が
多
い
。

　
町
民
に
親
し
ま
れ
る
、
町
民

と
同
じ
い
気
持
で
接
し
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
！
の
精
神
と
態
度
を

改
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
（
男
年
令
氏
名
な
し
）

　　177

2．705

　　6～

2．219

4．その他
1歳入合計

　歳　　出

　　　　　　昭『和 　　　　　昭一 和’3一4 二犀…度一”：『
、遠 ．日

響度決繭丁 ＿譜＿　』明』二
　　　　　　　万円　　　万円
1．役　場　費　　　101　　日9　職員5名給料、備品費など

2，保健給付費　　1，749　1．87g　i療養給付費1，781、助産給付23

　　　　　　　　　　　　　保育手当17、葬祭10

3．保健施設費　　　6δ　　　35　保健婦1名給料など

4．諸i支出金、　161〕　　216・箆診勘定へ繰出し

5，そ　の　他　　　10　　43

歳出含、1卜、2，08612，292

　
ね
る
ま
湯
を
与
え
る
こ
と
、

⑥
畜
舎
の
保
温
を
行
、
）
。

　
ギ
ー
を
娼

　
　
　
　
　
き麟

麟
～
難

痛
．
講

　
　
／
／
孫
雛

麗
す
る
Q
　
　
　
一
　
叢
～
四

盈
硬
簾
駿
離
璽
ガ

一
　
に
清
溜
幽
に
し
て
お
く
こ
と
。

π
ω
皮
膚
“
の
手
人
れ
は
、
牛
の
健

一
　
康
の
た
め
に
毎
日
励
行
す
る

一
　
こ
と
と
冬
期
間
は
舎
飼
い
の

【
　
た
め
特
に
汚
れ
が
ち
で
あ
る

一
タ
①
母
体
内
の
子
ゾ
タ

一
　
　
　
　
は
妊
娠
末
期
の
約

『
ブ
　
一
カ
月
で
急
に
発

皿
育
す
る
、
雄
期
の
進
む
に
し

㎜
た
が
つ
て
飼
料
を
増
す
．

↑
　
（
初
産
の
ブ
タ
で
交
配
期
の

…
　
三
～
四
笥
、
成
融
し
た
も
の

一
　
　
　
　
　
　
」
、

　
で
二
～
　
萄
　
乾
物
量
で
は

　　　　差引残　34年度　413万円　35年度へ繰越及び準備積立金

　　　　　　　　　（33年度133万円）

　　　　　　　㊥③⑨1　松之山診療所の決算

騰輪響幾i触，，灘円灘，綴
房ぞ賭義筋肝顯…（昭和33杢1三6万円）
分と養0を終補油せな1　　浦田診療所の決算
：注のが　　与つ給な克敷　1ア1、黛入3，922千円　歳出3，918千円

蔓醗鷲畦蓼 差引残4千円次年度繰越
　　よす　　ばのめ与　　　。　・　　　（昭和33年　4万円）

畜うる　よにるえ　　　一一 一一一一一一 　　　一一

．
舎

い
田

．
、
（

「
“
／

一
　
ノ

…
「
一
允
欠

㌃
y

　
　
　
　
・
五
キ
・
）

　
．
②
分
娩
予
定
の
乳
．
の
は
子
ブ
タ

い
の
堤
を
防
ぐ
参
羅

匹
充
分
謎
す
る
・

霧
鶴
斜
舞
熔
筋

［
①
豚
舎
は
す
き
ま
風
の
入
ら
な

㎜
　
い
よ
う
に
し
、
新
し
い
敷
わ

一皿
　
ら
を
入
れ
る
、
、

一
ー二
局
鳳
の
排
水
を
よ
く
し
、
換
気

㎝
を
図
る
。

⑥
豚
体
の
手
入
れ
は
毎
日
行
う

一
曽
碁
、
運
動
を
さ
せ
る
．

二
　
　
　
①
鶏
舎
は
す
き
ま
風

二
鶏
の
入
髪
い
考

・
　
囲
い
を
し
、
保
温
に
注
恵
す

『
　
る
。

換
気
に
努
め
、

動
を
さ
せ
驚
を
糞
す
烈

こ
と
．
　
　
　
　
　
｝

こ
と
の
な
い
よ
う

充
分
注
慧
し
、
玄
里

舎
の
防
饗
盗

　
　
日
光
洋
　
運
、

両方立てれば
身がたたず

　　一扶養証明一
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
一

こ
と
を
話
す
と
正
直
そ
う
な
人

で
申
告
を
す
る
と
き
息
子
の
名

前
に
す
る
と
月
給
と
加
算
に
な

り
税
金
が
大
変
に
な
る
と
人
に

教
え
ら
れ
た
の
で
七
十
才
近
く

な
つ
て
時
々
病
気
す
る
が
、
達

者
の
と
き
は
山
に
出
る
の
だ
し

オ
レ
の
名
で
申
告
し
た
と
話
さ

れ
た
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
議
、
依
状
況
だ

と
残
念
な
が
ら
扶
養
親
族
と
し
一

て
の
認
定
は
で
き
な
い
規
定
に

な
つ
で
、
い
る
の
で
気
の
毒
だ
つ

た
が
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　
（
こ
の
よ
．
り
な
．

例
は
事
業
場
に
勤
め
て
い
る
人

の
と
き
も
層
で
す
）
　
一

　
間
も
な
く
所
得
申
告
の
時
期

も
せ
ま
つ
て
参
り
ま
し
た
。

　
税
洪
も
追
々
改
正
さ
れ
家
．
庭

の
事
情
で
一
様
で
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
例
の
と
、
ざ
は
息
子

さ
ん
の
名
に
し
嚢
ず
蚕

に
な
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
…

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

よ
そ
か
ら
も
ら
え
る
手
当
圭

で
失
う
こ
と
の
・
、
弓
い
よ
う
よ
く
一

∬
の
鷺
＋
走
の
方
羅

を
出
し
こ
れ
に
判
コ
を
し
て
く

『
れ
と
云
つ
で
、
窓
口
に
お
出
で
に

な
つ
た
。
中
を
見
る
と
息
千
さ

ん
の
勤
め
て
い
る
役
所
の
扶
養
ハ

認
定
書
で
所
得
が
な
い
と
い
う

…
こ
と
を
証
睨
す
る
よ
う
に
な
つ

て
い
る
。
早
速
税
務
係
の
と
こ

　

．
ろ
で
所
得
を
調
べ
た
と
こ
ろ
老

人
夫
婦
と
息
子
さ
ん
の
嫁
で
六

ロ

．
反
歩
の
田
を
つ
く
り
十
一
万
円

ば
か
り
の
所
得
の
あ
る
こ
と
を

㎝
こ
の
老
人
の
名
儀
で
申
告
し
て

お
ら
れ
た
。

　
困
つ
た
こ
と
に
所
得
が
五
万
．

．
円
以
上
あ
る
と
税
湛
で
は
扶
養

【
家
族
と
し
て
の
認
定
が
で
き
な

．
こ
棚
．
、
献
の
上
申
m
．
目
を
な
さ
る
よ

う
に
…
…
。
　
　
　
（
証
明
係
）

　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
X

　
戸
籍
や
住
民
登
録

　
の
謄
抄
本
は

　
新
し
い
由
父
通
法
が
チ
も
お
し

つ
ま
つ
た
十
二
月
二
十
日
か
ら

施
行
に
な
り
、
こ
れ
が
た
め
今

ま
で
運
転
許
可
季
、
の
申
請
に
つ

け
る
．
獄
織
抄
本
は
住
民
票
の
抄

茸
は
勿
論
番
地
筆
頭
者
が
書
い

て
な
く
、
ラ
ジ
オ
で
は
な
い
が

尋
ね
人
の
時
問
で
苦
労
す
る
こ

鍵
鰐
韻
鶴
と
講
欝
抄
・
本
－

か
差
し
っ
カ
し
な
い
か
ぎ
り
使

い
み
ち
を
は
つ
き
り
お
轡
き
下

・
さ
る
よ
・
）
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
国
保
蓮
営
審
議
会

　
　
　
　
三
間
先
生
不
在
の
問
は
出
張
診
療
で

　
十
二
刀
二
十
四
日
町
役
場
で
』
生
が
二
日
間
隔
で
出
張
診
療
す

開
か
れ
た
国
民
健
康
保
険
運
営
る
こ
と
と
な
つ
た
。

審
議
会
で
は
、
新
年
一
月
二
月

　
輔
月
九
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

と
三
間
先
生
が
長
野
県
へ
農
村

る
が
、
場
所
は
役
場
の
分
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
研
究
の
た
め
出
張
不
布
と
…
（
大
和
や
理
髪
店
前
）
斎
、
使
・
）

な
る
の
』
＼
こ
の
対
策
に
つ
い
、
こ
と
と
な
る
。

て
協
議
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一
出
張
診
療
日
程
に
つ
い
て
は

　
そ
の
結
果
、
不
在
の
二
ヵ
月

各
戸
に
配
布
し
た
ビ
ラ
で
承
知

聞
は
¶
の
本
診
療
所
の
五
十
嵐
先

．
題
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

鍵
霧
御
健
康
を
癒

緬
離
鷲
硅
ゲ
駿
麟

一
な
ら
登
録
を
し
て
さ
い
あ
れ
ば

一
い
つ
で
も
も
ら
え
ま
す
。

死
し
奮
檬
劣
や
、
よ
そ

の
町
に
つ
と
め
て
い
て
も
夏
は
．

一
自
宅
か
ら
通
勤
し
冬
だ
け
下
宿

す
る
等
の
方
々
の
住
所
は
、
冬

で
も
自
宅
に
あ
る
、
と
す
る
の

一
が
通
例
な
の
で
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ

を
そ
の
と
き
の
都
台
で
誤
つ
て

一
登
録
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ご
注
意
下
さ
い
。

　
次
に
出
稼
先
等
か
ら
戸
籍
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松

　　　　　瞬　纏　纏㌶1
　　　　　殿員　　賑奮　　長騰麟議
早小樋佐田高江山会高村和布佐佐村小会小樋吉本山久高村会石村会

川購辺沢・岸橋蝶藤藤山鴇鷺・ll山し綴illllン1

数八良佐正英初噸＿幸大璽辰景勢1｛杯政次一一千政
市正郎治伝平徳司　巳郎蔵郎栄治巨鄭　 平栄松一松治郎二　　郎光
（（（（（（（（　　（（（（（（（へ　　（（（（（（含倉　　（（北藤中天光大曾上　 天坪水黒月天橋上　東中松藤新天初拗　　円松
浦　水荒　 水　　水鰍　　　水の　．蓬之田倉尾越間｝・根湯　 島野梨倉池越詰池　 川尾口原山島島由　　立山

田風中五新隠長大　 新水下大つ倉お七　　中つ下かは向よ忠　　越さ
　つ　兵屋　　し　　　川　ん　ま　　　　　　や㌧1　　　　か
＄蓉馨琶塾量芭ε　馨占撞ぎむ峯じ㊤　ど連包6と5もu　導＆

　
　
　
　
　
　
藤
五

　
　
　
　
　
　
口
千

　
　
　
　
　
　
野
塚

町
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
よ
う

一24一
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ニ
ユ
ー
ス
カ
メ
ラ
班
全
国
か
ら
集
る
　
“

燗
“
“
一
“
｛
“
“
“
一
賊
腫
姦
聾
“
“
“
“
～
　
　
　
　
　
　
聾
ー
垂
S
“
“
器
ー
聾
議

一
副
寄
習
す
み
ぬ
リ
（
煙
端
泉
肋
）
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
毎
年
の
小
正
月
十
五
日
松
之

山
温
泉
で
行
な
わ
れ
る
さ
い
の

神
焼
き
と
奇
習
す
み
ぬ
り
は
、

全
国
で
も
珍
ら
し
い
風
俗
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
近
来

に
な
い
賑
わ
い
を
み
せ
る
も
の

と
思
わ
れ
て
い
る
。

　
既
に
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
、
N
H

K
テ
レ
ピ
、
各
週
刊
雑
誌
社
か

ら
撮
影
申
込
み
が
舞
い
こ
ん
で

い
る
。

　
一
方
町
の
観
光
協
会
へ
も
遠

く
名
古
屋
、
千
葉
市
な
ど
か
ら

も
、
ス
キ
ー
を
か
ね
さ
い
の
神

焼
き
を
見
た
い
と
い
う
問
い
合

せ
が
き
て
お
り
、
係
は
喜
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
美
し
い
さ
い
の
神
焼

　
　
き
絵
入
り
封
筒
を

　
町
観
光
協
会
で
は
、
中
西
利

雄
画
伯
筆
に
よ
る
さ
い
の
神
焼

き
の
絵
入
り
封
筒
を
作
り
観
光

宣
区
を
か
ね
問
い
合
せ
に
答
え

て
い
る
。

か
く
れ
た
研
究

や
団
体
を
表
彰

　
　
　
　
　
町
農
業
委
員
会
で

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
か
げ

で
地
道
に
活
動
し
て
い
る
つ
ぎ

の
農
業
研
究
家
や
団
体
を
去
る

農
産
物
品
評
会
の
席
で
表
彰
し

た
。

▽
光
間
部
落
　
　
（
交
換
分
合
土

地
改
艮
事
業
）

▽
藤
倉
農
研
ク
ラ
ブ
　
　
　
（
グ
ル

ブ
活
動
の
推
進
）

▽
竹
内
平
八
郎
　
　
（
農
業
経
営

　
ク
ル
ー
プ
指
導
）

▽
村
山
喜
伸
　
（
ぶ
ど
う
栽
培
）

▽
相
沢
喜
七
　
　
（
畜
産
振
興
）

▽
保
坂
吉
平
、
重
野
徳
一
、
早

川
数
市
　
（
以
上
三
名
は
本

　
年
度
水
稲
四
石
ど
り
ー
）

町

で
歳
末
慰
問

　
養
老
院
、
長
期
入
院
患
者
へ

　
　
　
　
　
　
　
養
所
に
入
所
し
て
い
る
者
十
七

　
　
　
　
　
　
　
名
、
長
岡
ロ
ウ
学
校
に
入
学
し

　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
児
童
生
徒
六
名
、
高
田

　
　
　
　
　
　
　
盲
学
校
に
入
学
し
て
い
る
幌
輩

　
　
　
　
　
　
　
生
徒
三
名
、
精
神
薄
弱
児
施
設

　
　
　
　
　
　
　
㎜
錦
学
園
に
入
所
し
て
い
る
生
徒

　
　
　
　
　
　
　
二
名
、
養
老
院
に
入
所
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
る
者
三
名
、
以
上
三
十
一
名
の

　
　
　
　
　
　
　
方
々
は
、
皆
さ
ん
に
非
常
に
感

一
謝
し
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
　
老
後
身
象
ヶ
が
な
く
、
養
老

『
人
窪
蔓
い
間
の
箋
生
活
施
設
災
つ
て
・
覆
の
案

に
専
念
し
一
日
も
早
く
快
復
し
し
た
勝
々
を
送
つ
て
い
ま
す
。

て
社
会
復
帰
を
望
ん
で
い
ま
す
　
　
　
…
！
ー
i
－
－
i
！
－

ま
た
身
体
不
自
由
の
た
め
町
内
　
町
で
人
ロ
白
書

の
学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
行

が
出
来
ず
、
遠
く
親
元
を
は
な

れ
一
生
懸
命
勉
強
に
励
ん
で
い
　
町
役
場
、
マ
は
去
る
十
月
一
日

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
一
月
の

　
毎
年
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
町
内
出
身
の
方
で
社
会
的
　

〔
に
恵
れ
な
い
つ
ぎ
の
方
々
に
対

τ
て
僅
か
荏
あ
る
が
、
奎

一
百
円
を
贈
っ
て
慰
問
し
て
い
ま

一
す
。
こ
と
し
は
十
二
月
二
十
一

日
よ
り
五
日
間
に
亘
つ
て
厚
生

，
係
が
各
施
設
を
慰
問
し
て
参
り

f
し
た
・
現
在
結
核
の
た
め
燦

整
毒

譲為
幽、螢

（竹内義一氏写）浦田西の前から上の山方面を

⊃
一
茎
＝
⊃
㌔
5
）
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【
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瓢
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P
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P
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，
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．
p
一
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》
琶
騨
叩
ご
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ノ
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胃
5
》
毫
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一
一
）
二
一
胴
、
一
一
一
り
…
哺
一
一
一
》
…
『
．
．
閏
・
ヘ
グ
…
一
．
一
騨
ヘ
ノ
，
『
㎜
－
．
、
一
．
㍉
ノ

喜
び
の

　
　
　
　
敦
育
長

　
ど
な
た
も
明
け
ま
し
て
お
芽

出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
庁
内
一
同
丈
夫
で
新
ら
し
い

年
を
迎
え
ま
し
て
喜
ん
で
居
り

ま
す
。
　
目
に
見
え
な
い

　
行
政
に
も

　
政
治
と
か
行
政
と
か
い
う
と
．

す
ぐ
目
に
見
え
る
キ
キ
目
の
あ

ら
わ
れ
る
も
の
を
連
想
す
る
。

橋
を
つ
く
つ
た
り
、
道
路
を
敷

い
た
り
、
保
育
所
の
よ
う
な
施

設
を
こ
し
ら
え
る
と
い
つ
た
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
も

の
に
カ
を
入
れ
る
政
治
や
行
政 　

が
よ
い
と
思
い
込
む
。

　
　
い
わ
ば
「
目
に
見
え
る
行

　
政
」
に
は
き
わ
め
て
緻
感
で
あ

　
曽
る
。

　
　
し
か
し
以
土
の
施
設
は
勿
論

　
大
事
だ
が
そ
の
ほ
か
に
そ
れ
に

　
劣
ら
ぬ
大
切
な
事
が
あ
る
こ
と

　
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
子
供
を
り
つ
ぱ
な
人
間
に
つ

　
く
り
上
げ
る
た
め
に
、
援
助
の

　
手
を
さ
し
の
ぱ
す
こ
と
こ
そ
大

　
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
子
供
が
す
ぐ
れ
た
人
問
に
な

　
る
か
ど
う
か
は
、
結
局
国
の
将

　
・
来
の
運
命
を
動
か
す
の
で
あ
る

　
　
目
先
の
効
果
だ
け
で
な
く
、

　
そ
う
い
う
遠
い
未
来
を
考
え
て

　
墜
．
実
に
土
台
か
ら
築
い
て
ゆ
く

　
　
「
目
に
見
え
な
い
行
政
」
に
も

　
も
つ
と
力
を
入
れ
る
べ
ぎ
で
は

年
始

野
　
本
　
　
言
　
次
　
郎

｝
な
い
で
し
よ
う
カ
o
吾
町
で
は

最
近
学
校
統
合
の
問
題
、
中
学

一
馨
徒
の
嬉
対
筆
が
研
究

さ
れ
て
居
り
ま
す
。
是
は
社
会

が
要
求
し
て
い
る
科
学
技
術
教

育
の
振
興
等
に
伴
な
い
設
備
其

の
他
の
面
で
適
正
規
模
の
学
校

が
必
要
に
な
つ
て
く
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
町
財
政
の
関
係
も

一
あ
る
か
ら
直
ち
に
と
い
う
訳
に

一
｝
も
行
く
ま
い
が
お
互
い
に
研
究

一
の
要
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一　
教
育
の
実
際
面
に
つ
い
て
は

一
何
と
言
つ
て
も
現
場
教
職
員
の

、
努
力
に
ま
つ
こ
と
が
大
で
あ
る

㎝
が
基
礎
学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ

一
ん
H
本
人
と
し
て
の
り
つ
ぱ
な

・
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
、
こ
の

［
教
育
目
標
で
成
果
を
あ
げ
て
頂

一
い
て
い
る
の
で
喜
び
に
堪
え
ま

［
せ
ん
。

一
動
揺
期
に
あ
る
生
徒

一
の
心
情
を
理
解
せ
よ

　
さ
て
｝
年
の
し
め
く
く
り
を
・

す
る
一
一
、
学
期
に
な
り
ま
し
た
。

進
学
、
卒
業
、
就
職
な
ど
で
喜
一

び
と
期
待
と
不
安
の
入
り
ま
じ

つ
た
気
持
ち
で
勉
強
に
い
そ
し

ん
で
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
こ
う
し
た
動
揺
期
に
あ
る
生

徒
の
心
情
を
よ
く
理
解
し
て
、

「

温
か
い
い
た
わ
り
の
気
持
ち
で

相
談
に
の
つ
て
や
り
ま
し
よ

う
。
ま
た
親
の
見
栄
か
ら
進
学

や
就
職
に
む
り
な
注
文
を
す
る

あ
も
避
け
た
い
こ
と
で
す
。
小

一学
校
に
は
進
学
上
の
問
題
は
あ

ま
り
な
い
わ
け
で
す
が
、
や
は

り
学
年
相
応
に
一
年
の
学
習
の

ま
と
ま
り
を
つ
け
進
級
、
進
学

の
心
構
え
を
育
て
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。
中
学
生
は
、

生
徒
の
精
神
も
肉
体
も
急
速
に

伸
び
る
時
期
で
す
。
そ
の
反
面

と
か
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
心

の
動
揺
が
激
し
く
、
問
題
の
多

い
時
期
．
で
す
。
あ
た
た
か
く
導
．

い
て
下
さ
い
。
高
校
生
は
も
う

か
な
り
年
令
も
進
み
、
理
性
的

に
も
な
つ
で
、
き
て
い
ま
す
か
ら

社
会
生
活
に
適
応
で
き
る
カ
や

自
主
性
、
自
律
性
を
い
つ
そ
う

．
高
め
る
よ
う
に
家
庭
f
、
も
考
慮
．

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
　
常
に
動
静
を
見
守
り
、
話
し

合
い
を
と
お
し
て
助
言
し
て
い

く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
中
学
生
も
そ
う
で
す
が
、
よ

く
な
い
環
境
に
さ
ら
さ
れ
た
り

不
良
化
へ
の
誘
惑
も
多
い
年
ご

ろ
で
す
。
あ
た
た
か
い
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
喜
び
の
新
年
、
感
謝
の
年

始
、
改
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

年
始
、
こ
う
し
た
心
持
ち
に
な

つ
て
こ
そ
真
に
芽
出
度
い
新
年

を
迎
え
た
と
い
う
も
の
と
思
い

ま
す
。

末
に
ま
と
ま
る
の
で
、
こ
の
集

計
結
果
を
中
心
に
、
町
の
人
口

白
書
を
発
行
す
る
べ
く
計
画
し
一

て
い
る
。

　
町
人
口
の
今
後
の
す
う
せ
い

い
、
学
校
問
題
や
産
榮
振
興
の

方
向
と
大
い
に
関
係
が
あ
り
、

各
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
r

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
つ
た

　
　
　
　
　
　
本
の
補
足
と
新

　
　
　
　
　
　
し
く
入
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
を
お
知
ら
せ
し

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
真
空
地
帯
（
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
ム

　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　霧．
　　　　　　　　　残　　　　　　鎌
　　　　　　麹
　　　灘
　　姥蓼

一
良
、
人
の
告
白

に
、
こ
り
・
え

た
け
く
ら
．
へ

夫
婦
百
景

悪
の
愉
し
さ

ぞ
7
ト
リ
一
月

里
本
τ
｛
H
岸
，
，
騨

』
イ
月
「
慧
r
二
曜

下
）
野
問
　
ー

黒
い
画
集
1

　
　
松
本
清
張

人
間
の
壁
（
前
）

　
　
石
川
達
三

伸
子
（
下
）

　
均
呂
本
百
ム
ロ
壬

風　
　
山
本
有
塁

液　
　
山
本
有
コ
．

　
　
、
，
．
り
膏
㌧
年
卜
「

（
琉
剛
一
）
山
小
ド
尚
江

嫉
．
．
ロ
…
顎
・

獅
子
文
六

看
川
達
三

1
す
ま
い
の
改
築
と
増
築

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
秀
次

子
供
の
病
気
と
応
急
乎
当

　
　
　
　
　
　
　
　
氏
家
昇
三

郷
土
料
理
　
　
　
　
市
村
　
恭

日
木
の
歴
史
7
～
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
読
売
新
聞

徳
川
家
康
1
～
4
　
山
岡
荘
八

観
光
お
国
め
ぐ
り

　
　
（
新
潟
、
長
野
、
富
山
、
群
馬
）

世
界
と
そ
の
国
々
　
加
除
式

教
材
国
土
現
勢
誌
　
加
除
式

暮
し
の
手
帳
5
6
5
7

わ
れ
ら
の
時
代
　
大
江
健
三
郎

科
学
大
観
別
2
2
2
3
2
4

日
本
大
観
6
2
0
2
1
2
2
2
3
24

世
界
大
百
科
辞
典
9
　
平
凡
社

上
越
地
方
市
町
村
要
覧

『
出
稼
者
通
信
』
垂
頁
よ
り
続
く

土
静
岡
県
滝

　
　
　
　
建

よ
く
眠
つ
て
明
日
の
エ
ネ
パ
ギ
ー
を

落
．
右
で
危
い

（
松
ケ
灘
社
務
所
．

沢
正
男

　
　
　
　
外
十
六
名

『
　
台
風
の
被
害
て
痛
め
ら
れ
た

百
畑
の
復
旧
作
業
で
、
砂
礫
を

㎜
片
付
け
水
路
を
作
る
仕
事
に
は

㎜
げ
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

一
　
松
之
山
か
ら
の
出
嫁
者
は
一

｝
家
の
お
や
じ
が
多
く
、
山
は
も

㎜
う
根
雪
か
、
余
り
降
ら
ね
ば
よ

…
い
が
な
ど
、
思
い
を
故
郷
の
空

皿
に
は
せ
て
ヤ
ま
す
。
就
職
以
来

一
ま
だ
賃
金
は
も
ら
つ
て
い
ま
せ

一
ん
。
伊
建
半
呵
の
中
程
に
位
す
｝

る
こ
．
」
は
、
き
ょ
い
簾
目
η
、
｝

テ
．
　
　
　
　
　
一

川
崎
市

　
　
村
山
富
三
郎

　
　
　
　
外
＋
五
名
　

　
十
一
月
巾
は
爾
が
多
か
つ
た

が
十
二
月
に
は
い
つ
て
か
ら
は

蘇
雄
r
◎
瓢
倉
嘱
誓

一
す
。
賃
金
は
ま
だ
も
ら
つ
て
い

鰹
解
纏
暮
」

一
瞥
県
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

皿
　
福
原
総
一
郎
　
［

一
　
　
　
外
七
蚤

一
　
北
電
の
．
篭
力
工
事
で
、
コ
ン

皿
ク
リ
ー
ト
作
業
、
下
水
掘
、
材

『
料
運
搬
な
ど
私
ど
も
の
ほ
と
ん
一

［
ど
は
坑
内
作
業
て
す
。
別
に
辛

一い
仕
事
で
は
な
い
が
、
落
石
な
一

一
ど
周
囲
に
細
心
の
注
意
が
い
る

一
の
で
気
骨
が
折
れ
ま
す
。
最
近

一
は
す
い
ぶ
ん
と
ケ
ガ
人
が
出
ま
』

□
た
が
松
之
山
出
暑
肇
い

一
指
を
少
し
傷
め
た
だ
け
で
す
み

　

一
ま
し
た
。
既
に
積
雪
は
五
十
セ

ン
チ
を
超
え
、
気
温
は
客
、
下
三

’
度
と
い
う
こ
の
頃
…
。
公
休
日
・

の
飲
酒
が
唯
一
の
楽
し
み
で
、

蔀
落
の
こ
と
や
稟
て
歯
の

一

政
経
談
議
に
ま
で
発
展
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
は
充
分

で
す
が
、
野
菜
類
に
不
自
由
し

　
　
　
　
　
　
　
　
外
士
金

　
笛
吹
川
の
復
旧
工
事
で
百
六

十
名
位
が
一
つ
し
よ
に
働
い
て

い
ま
す
。
し
か
・
、
仕
事
は
楽
な

方
。
　
賃
金
は
八
時
間
で
五
百
円
、

麦
払
い
も
良
好
、
食
事
も
叉
良
皿

し
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
埼
玉
県
（
前
田
建
設
）

　
　
高
橋
広
吉
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
外
十
四
名
一

　
朝
夕
関
東
庁
－
有
の
空
風
も
あ
一

る
が
、
秩
父
連
山
の
お
蔭
く
．

つ
と
弱
ま
る
爵
処
は
、
八
高
線

ー
秩
父
線
の
交
叉
点
で
も
あ
る

　
か
ん
が
い
用
の
ず
い
道
工
事

　
ー
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
一

て
絆
百
名
力
｝
つ
し
よ
う
に
働
一

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
し
て
い
ま
す
。

㌦
誘
休
み
に
は
凝
墨

’
イ
一
力
せ
い
ぜ
い
寝
る
翠

楽
は
な
か
り
け
り
と
か
、
精
一

つ
ば
い
眠
つ
て
明
日
の
エ
ネ
ル

一
ギ
ー
を
貯
え
る
松
之
山
出
身
者

一
同
で
す
。
賃
金
は
五
百
円
外

か
…
。

　
た
‘
一
、
』
4
一
、

現
場
も
あ
る

て
い
ま
す
。

山
梨
県
（
木
本
工
務
店
）

　
　
小
野
塚
幸
吉

　
端
ユ
鋳
（
前
田
組
西
原
研
）
』

　
　
関
根
松
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
外
＋
五
名
’

　
ず
い
道
工
事
で
六
時
間
づ
つ

こ
ろ
で
す
。
仕
事
は
骨
の
折
れ

四
交
代
、
今
朝
食
を
終
え
た
と

る
方
で
し
よ
う
。
ま
だ
賃
金
は

運

も

ら　　　　　　　　　　　　　　　　松　　　　松　　　 松

ぞ　　　　　　　蔽1陰缶　委缶外収助之
峯　　　　餐長箋　露寝役岩
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か

り
安
い
の
f
、
は
な
い
か
、
し
か

し
春
ま
て
し
ま
じ
め
に
働
い
て
ゆ

き
た
い
と
思
つ
ゾ
曳
い
ま
す
、

　
愛
知
県
へ
関
興
業
K
K
）

　
　
福
原
久
善

　
　
　
　
　
　
　
外
十
名

　
仕
事
は
土
木
工
事
で
い
ろ
い

ろ
辛
い
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

　
雨
は
降
ら
な
い
が
風
が
つ
め
．

た
く
て
大
へ
ん
で
す
。

　
三
重
県
（
松
岡
建
設
）

　
　
大
見
宗
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
外
六
名

　
台
風
被
警
の
復
旧
工
事
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
な
ど
を
し
て

一
い
ま
す
。
ヂ
候
も
暖
か
で
楽
で

丁
・

楡
欲
と
二
人
な
ら
夜
も
眠
ら
ず

ド
・
ボ
ー
に
背
広
を
と
ら
れ
た

束
京
（
神
田
運
．
送
K
K
）

小
ロ
和
三
郎

　
　
外
松
之
山
出
身
者
一
同

近
代
的
で
真
新
し
い
板
橋
麦

碓
蒲
栃
麟
帥
鷺
鉦
桝

た
ま
り
ば
か
り
で
．
夜
も
ろ
く

ろ
く
眠
ら
ず
働
く
あ
り
様
で
す

　
東
京
（
丸
一
運
輸
K
K
）

　
　
福
原
利
義

　
　
　
　
　
　
　
　
外
二
名

　
従
業
員
数
三
十
五
名
、
大
型

車
二
台
、
小
型
．
車
八
台
。
私
達

は
荷
物
の
積
み
お
ろ
し
、
仕
事

は
そ
ん
な
に
辛
く
も
な
い
。

　
こ
の
頃
同
じ
部
屋
の
中
で
ド

ロ
ボ
ー
が
出
来
て
、
松
之
山
の

人
の
背
広
が
取
ら
れ
、
質
屋
に

入
つ
て
い
た
の
を
み
つ
け
二
千

円
で
出
し
て
来
ま
し
た
。

　
愛
知
県
（
日
本
通
運
K
K
）

　
　
滝
沢
光
雄

　
こ
こ
に
は
百
五
十
名
位
の
従

一

業
員
が
お
り
ま
す
。
私
は
運
転

千
を
や
つ
て
お
り
ま
す
。
公
休

『
日
は
週
一
回
で
労
働
時
間
は
八

一時間
、
と
つ
て
も
元
気
で
働
ら

い
て
お
り
ま
す
。

す
わ
け
で
す
。
貨
物
を
届
け
た

帰
り
は
時
に
よ
る
と
午
前
の
二

時
頃
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。
　
め
つ
き
り
冷
え
込
む
こ
の
頃

一
の
東
京
で
す
が
、
松
之
山
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
火
元
に
注
意

お
正
月
は
テ
レ
ビ
郷
騨
見
な

ど
で
兎
角
留
守
に
な
り
が

ち
で
す
寸
秒
の
油
断
は
禁

物
で
す
。

ミ

一25一
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．
こ
自
愛
專
一
に
元
気
で

お
帰
り
を

　
　
　
　
　
1
佐
藤
町
長
か
ら
i

皆
様
ご
健
康
で
新
年
を
迎
え
一

ら
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
｝

げ
享
．
　
　
　
　
…

　
今
更
申
し
上
げ
る
迄
も
な
く
｝

皆
様
の
お
働
き
に
よ
る
数
千
万
一

の
財
源
は
松
之
山
に
と
つ
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。
正
月
本
御
家
族
と
一
し

よ
に
迎
え
ら
れ
な
い
御
苦
労
は

深
く
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
旅
先
か
ら
も
、
お

帰
り
に
な
つ
て
か
ら
も
何
か
と

お
聞
か
せ
い
た
だ
い
て
、
松
之

山
町
発
展
の
た
め
お
力
添
え
を

頂
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
お
帰
り
の
と
き
ま
で
ど
う
一
て

。

こ
自
愛
専
一
に
す
ご
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
佐
藤
重
孝

　
　
　
　
X

　
新
年
お
め
で
と
う
．
こ
ざ
い
ま

す
。
　
こ
の
間
は
皆
様
の
職
場
の
状

霧
お
智
接
婁
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
職
場
の
状
況
を
紙
面

に
の
せ
て
．
町
内
に
周
知
す
る
と

共
に
お
互
い
研
賛
に
努
め
た
い

と
思
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
微
力
で
あ
る
た
め
皆
様
の

御
満
足
の
ゆ
く
よ
う
に
で
ぎ
ず
’

申
訳
な
く
存
じ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
一
層
の
ご
ぺ
ん
た
つ
に

よ
り
、
求
人
者
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
働
き
よ
い
職
場
を
確
保

し
て
ゆ
き
た
い
念
願
で
す
。

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
便
り
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
紙
上
を

か
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
御
健
康
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
職
業
係
津
端
秀
吉

紡
績
工
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
糸
つ
な
ぎ
は
楽
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
手
の
荒
れ
る
事
も
あ
る

三
重
．
県
（
東
洋
紡
山
田
工
場
）
別
に
辛
い
こ
と
は
な
い
け
ど

　
志
賀
ケ
イ
子

　
　
　
　
　
　
　
外
十
一
名

　
ま
だ
日
も
浅
い
の
で
工
場
の

こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が

私
達
の
や
つ
て
い
る
糸
つ
な
ぎ

は
楽
な
仕
事
で
す
。
風
は
寒
、
い

が
天
気
は
よ
く
み
ん
な
元
気
で

す
。　
愛
知
県
（
同
興
守
田
工
場
）

　
　
保
坂
静
子

　
　
　
　
　
　
　
外
二
十
名

　
糸
を
つ
な
ぐ
仕
事
で
す
か
ら
、

，

づ
’

5
’

5
’
〆
5

5
〆
ノ
’
多
’
〆
5
5
5
づ
多
5
’
’

〆
ノ
多
多
ノ

ノ
多
多
’
ノ
ノ
づ
〆
’
ノ
’
！
ノ
ノ
’
ノ
づ
ノ
！
ノ
多
ノ
！
！
ノ
ノ
，
多
ノ
，
ノ
ノ
ノ
づ
多
ノ
ノ
ィ

町
工
場
か
ら

　
　
　
　
ば
い
煙
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
一
生
懸
命
働
い
て
帰
り
ま
す
…
・
・

東
京

　
（
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
K
K
）

　
中
島
忠
信

　
　
　
　
　
　
　
外
四
名
．

　
こ
こ
の
土
地
が
川
よ
り
低
い

た
め
雨
が
降
る
と
洪
水
の
お
そ

れ
が
あ
り
、
ば
い
煙
の
ひ
ど
い

と
こ
ろ
で
す
。
従
業
員
数
五
十

名
位
の
印
刷
工
場
で
働
ら
い
て

お
り
ま
す
。
私
は
製
版
（
印
刷

に
使
う
原
板
作
り
）
の
仕
事
を

や
つ
て
い
ま
す
。
賃
金
は
六
｝

八
千
円
位
…
。

　
東
京
（
牧
製
本
K
K
）

　
　
布
施
彦
光

　
私
が
出
稼
に
出
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

つ
て
今
年
で
四
回
目
で
す
が
今

年
が
一
番
楽
し
い
毎
日
を
す
．
こ

し
て
居
り
ま
す
。
仕
事
は
車
の

上
乗
り
で
、
た
ま
に
製
本
の
仕

事
も
や
り
ま
す
。

東
京
（
牧
製
本
K
K
）

久
保
田
美
佐
子

本
山
富
美
子

　
　
　
　
　
　
外
六

．
場
で
す
。

を
つ
け
た
り

仕
上
げ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す

　
仕
事
は
別
に
辛
く
は
あ
り
ま

マ
ん
．
藍
響
働
ら
い
薦

『
り
た
い
と
思
つ
て
お
り
」
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

従
業
員
数
百
二
＋
名
位
の
工

　
　
私
達
は
表
紙
に
丸
み

　
　
　
、
本
を
運
ん
だ
り

一　横
浜
市
（
池
田
物
産
K
K
）

　
　
布
施
正
市

一
　
室
橋
信
義

一
村
山
正
知

㎜
　
　
　
外
茜
名

　
す
．
こ
い
ほ
こ
り
の
中
で
フ
エ

ル
ト
製
造
で
す
。
賃
金
が
安
い

一
上
に
残
桑
が
で
き
な
い
の
で
園

一
つ
て
い
ま
す
。
近
く
会
社
へ
交

｝一
渉
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。
そ

｝

れ
に
食
蛍
が
狭
い
の
で
立
ち
食

・
い
の
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

蒙
妻
が
奎
少
藁
く
な

ら
な
い
と
。

　
東
京
（
臼
産
化
学
工
業
K
K
）

　
　
布
　
施
　
誠

一
　
　
外
＋
名

瓢
轄
騰
蕪
欝
聾

｝。
百
円
で
す
。
寮
の
厚
生
施
設
は

藩
で
す
が
商
元
気
で
す
・

「つか
れ
ま
す
。
早
番
の
と
き
は
、

た
ま
に
映
画
や
、
山
に
ゆ
き
、

｛
夜
勤
上
り
の
と
き
に
は
部
屋
で

一
手
習
い
な
ど
で
す
ご
し
て
い
ま

〒
。r
贋
鍵
絆
響
橘
．
、
、
通

　
東
京
（
日
清
紡
西
新
井
工
場
）

　
　
田
辺
フ
ジ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
外
三
名

　
化
成
工
場
で
す
。
コ
f
ル
タ

ー
ル
の
よ
う
な
ゴ
ム
を
糸
に
ぬ

る
の
で
ガ
ソ
リ
ン
を
使
わ
な
い

と
乎
に
つ
い
た
ゴ
ム
が
落
ち
ず

r
が
荒
れ
て
困
呈
す
・

　
週
一
回
の
休
み
で
す
。
夜
は

編
物
学
校
が
あ
る
の
で
通
つ
て 　

い
ま
す
。
現
場
で
は
期
末
一
時

　
金
が
支
給
さ
れ
る
と
い
5
の
で

　
話
．
題
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
私

　
達
に
は
ど
5
か
。

　
　
賃
金
は
約
束
通
り
も
ら
え
ま

　
せ
ん
で
し
た
。
食
事
は
充
分
で

　
す
が
も
う
少
し
暖
か
い
も
の
が

　
ほ
し
い
と
思
う
わ
…
。

　
　
工
場
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な

　
つ
て
ゆ
く
の
で
し
よ
う
か
。
寮

　
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
築
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
愛
知
県
（
日
清
紡
美
合
工
場
）

　
　
　
高
橋
晴
代

　
　
　
久
保
田
ト
シ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
．
　
q
戸
「
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
－
μ
．
（
イ

　
　
自
動
車
の
ブ
レ
ー
キ
を
作
る

　
工
場
で
す
。
松
之
山
か
ら
来
た
皿

　
、
人
は
、
一
人
二
入
と
別
々
に
な

　
り
ま
し
た
が
、
も
う
仕
事
に
も
』

　
馴
れ
毎
日
楽
し
く
働
い
て
い
ま

　
す
。
季
節
工
は
二
組
に
わ
か
れ
…

　
束
京
へ
十
日
閲
見
習
い
に
い
つ
一

　
て
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
落
ち

　
．
付
い
た
ら
洋
裁
か
和
裁
の
ど
ち

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
ら
か
を
習
う
つ
も
り
で
い
ま
、
「

　
「
　
　
私
達
が
泊
つ
て
い
る
と
こ
ろ

　
｝
は
会
社
の
ホ
ー
ル
で
す
が
広
く

　
一
て
き
れ
い
な
部
屋
、
で
す
。
食
事

　
一
　
も
よ
く
賃
金
も
約
六
千
円
で
約

　
『
東
通
ゆ
で
す
Q

　
　
夜
は
十
時
に
消
灯
で
す
か
ら

　
な
る
べ
く
早
く
や
す
む
よ
う
に

　
し
て
い
ま
す
。

旅
舘
や
店
か
ら

　
　
ー
公
休
日
は
ミ
カ
ン
の
花
咲
く
丘
ヘ
ー

　
　
　
　
　
食
訓
布
洗
い
は
辛
い
仕
事
で
す

　
　
　
　
　
残
業
手
当
は
ま
だ
く
れ
な
い
：

が
主
で
す
が
、

一
ケ
ー
ス
に
つ
め
た
り
な
ん
で
も

｛
し
ま
す
。
残
業
は
毎
日
一
時
間

㎝
位
や
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手

　
一
当
は
ま
だ
い
た
だ
い
て
お
り
ま

ー
せ
ん
。
季
節
の
人
に
は
呉
れ
な

い
の
だ
ろ
う
か
、
気
懸
だ
ワ
。

　
そ
れ
に
交
通
費
が
毎
月
四
百

東
京
（
島
田
屋
食
品
K
K
）

佐
藤
孝
子

　
　
　
　
　
　
外
四
名

チ
キ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
の
製
造

　
　
　
　
こ
れ
を
袋
や
、

八
十
円
も
か
か
り
ま
す
。
会
社

か
ら
定
期
券
も
出
て
い
る
の
で

す
が
、
足
り
な
い
の
で
す
。
全

㎜
額
麦
給
し
て
も
ら
え
な
い
も
の

か
し
ら
…
。

　
名
古
屋
市
（
葵
荘
）

　
　
涌
井
タ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
外
三
名

　
仕
事
は
お
も
に
食
器
洗
い
で

　
設
備
や
食
事
は
申
し
分
な
い

の
で
ず
が
、
．
畔
眠
が
思
う
よ
う

す
が
、
と
つ
て
も
辛
い
の
で
す

に
で
き
な
い
の
で
、
公
休
日
は
一
を
し
た
り
、
朝
六
時
半
か
ら
夜
，

ほ
駄
雛
鮪
騨
忘
一
叶
嚢
鷲
⑳
環
も
辛

年
会
で
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り
｝
　
公
休
日
に
は
み
か
ん
山
に
登

ま
す
。
で
も
私
達
は
皆
ん
な
元
ち
て
郷
里
の
話
に
花
を
咲
か
せ

気
で
張
り
切
つ
て
い
ま
す
。
　
一
て
い
ま
す
。
食
事
は
好
き
な
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
け
食
べ
て
い
る
の
で
こ
の
頃
は

　
静
岡
県
伊
東
市
（
小
涌
園
）
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
ま
た
ぐ
ん
と
太
つ
た
感
じ
、
い

　
　
石
塚
そ
の
　
類
わ
疑
獲
田
舎
の
方

　
　
　
　
　
　
　
外
一
一
落
下
紹
．
日
給
四
百
円
。

デ
ラ
ツ
ク
ス
と
い
う
の
は
こ
㎜
い
い
所
へ
墓
し
て
い
た
だ
．

ん
な
所
を
い
う
の
か
し
ら
…
。
㎜
い
て
あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し

お
客
様
の
ふ
と
ん
を
上
げ
た
り

た
。
　
一
生
懸
命
働
い
て
帰
り
ま

お
茶
を
出
し
た
り
、
部
屋
掃
除
す
。

炭
茨
城
県
相

（
重
内
炭
鉱
K
K
）

沢
』
ハ
ム
ー
グ
制
ほ
隔
ゾ
」
孟
⊆

1桑で　　；右は言乏

之す仕通あ備
山。“li：のまの
の公は便　り良
超1讐i呂逢辱、1

イεはないあfン，
を昌央し・ププリ　〔1
さllIli言、㌧でます
カ・　’カ・一1』『せ　⊂

｝ぜで｛　旨　Qパノ7磐
1よ　し・　　　力二　ll突

一
お
り
ま
す
、
貨
企
は

［
円
で
約
．
，
一
ト
よ
り
い
・
－
、
、

な
い
…
。

　
茅
、
城
県

　
　
高
橋

新

し　高

kl橋並、
曝作
芝太
つ外郎
し
　』／：臨
ノ＼

を名 鉱
も
ぐ
ら
仕
事
は
い
そ
が
し
い

設
禁
悪
垂
嵩
の
緊
一

　
　
　
　
、
掘
る
仕
事
で
す
が
非
常
に
忙
し
『

　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

勇
　
［
く
、
仕
事
が
す
む
と
汗
で
誰
の
皿

外
卜
〕
名

顔
か
見
わ
け
が
つ
か
な
い
位
で
一

　
　
　
　
｝
．
請
負
仕
事
な
の
で
一
呈
［

亭
。
季
錠
百
円
以
上
ー
実
…
。
松
之
川
か
…

　
　
・
。
、

ら
来
た
一
同
は
張
り
切
つ
て
い
、

　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
Q
　

ま
す
か
ら
…
。

“
卜
旨
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
岐
珪
県
へ
興
和
震
鉱
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
人
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
・
L
　
　
／
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
　
　
4
“
　
ノ
イ

．
万
一
．
f

　
　
　
　
　
あ
る
と
き
は
炭
掘
り
、
あ
る

　
　
　
　
と
》
、
』
は
，
颪
運
5
、
　
あ
る
と
τ
ざ
は

　
　
　
　

サ
バ
を
か
た
ず
け
た
り
非
嘗
な

　
）
　
　

軍
労
働
で
は
あ
る
が
、
仕
専
に

　
　
　
　

張
り
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
厚
生
施
設
は
し
、
，
『
＼
安
心
し

　
　
　
　
て
働
け
ま
す
。
賃
金
も
多
い
カ

で
す
。

岐
阜
県
（
興
和
炭
鉱
）

小
野
塚
金
作

　
　
　
　
　
　
外
五
名

設
備
が
悪
い
上
に
炭
掘
り
一

酒
造
と

ト
ン
六
百
五
十
円
の
請
負
は
、

辛
い
仕
事
で
す
。

　
労
働
が
辛
い
こ
と
や
病
気
な

ど
で
す
で
に
三
名
が
帰
つ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
．
、
　
ン

　
　
　
　
　
ノ

百
姓
に
く
ら
べ
た
ら
楽
な
仕
事

バ
ソ
屋
は
み
ん
な
が
夜
勤
で
す

　
構
浜
市
（
山
崎
製
。
ハ
ン
）

　
　
早
川
賢
司

　
　
　
　
　
　
　
外
二
名

　
全
員
夜
勤
で
、
九
時
か
ら
盟

朝
八
時
ま
で
二
百
五
十
キ
ロ
運

行
が
ま
か
ら
焼
け
て
ペ
ル
ト
に

の
つ
て
出
て
く
る
パ
ン
を
手
ぎ

わ
よ
く
箱
に
整
理
し
た
り
、
馴

れ
る
に
し
た
が
つ
て
、
。
ハ
ン
の

整
型
、
ア
ン
包
み
と
数
百
種
に

の
ぼ
る
パ
ン
の
第
二
次
加
工
の

手
伝
い
に
移
つ
て
ゆ
く
の
で
す

　
今
ま
で
”
銭
業
が
思
う
よ
う
に

弔
、
ぎ
ず
金
に
な
ら
な
か
つ
た
の

で
す
が
、
今
年
は
季
節
労
務
者

に
だ
け
休
H
出
勤
が
認
め
ら
れ

皿
季

蚕
社
側
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
礼

『
状
と
近
況
を
知
ら
せ
て
参
り
ま

一
し
た
。

一
　
　
×

一
赴
任
者
一
同
元
気
で
す
。
松

．
有
利
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
賃
金
は
手
取
り
一
万
円
に
な

れ
ば
よ
い
方
で
し
よ
う
…
。

一
埼
玉
．
県
（
北
西
酒
造
K
K
）
一

㎝
一
．
同
沢
清
也

．
　
　
　
外
六
名
一

　
朝
八
時
か
ら
夕
方
六
時
半
ま

一
で
酒
び
ん
を
洗
つ
た
り
詰
め
た

｛
り
の
毎
日
で
す
が
、
百
姓
か
ら
皿

皿
み
れ
ば
楽
な
も
ん
で
す
。

㎜
　
公
休
日
は
私
が
来
て
か
ら
一

㎜
日
き
り
で
、
今
刀
は
な
い
ら
し
｝

皿
い
。
め
し
は
沢
山
で
す
が
、
お
皿

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
か
ず
は
味
噌
汁
位
広
．
、
さ
び
し
い
』

畜
手
．
±
月
叢
H
に
…

皿
工
場
の
落
成
式
が
あ
り
ま
し
た

i

ー
ー
i
！
F
ー
　
　
　
皿

ノ
ノ
ノ
1
ノ
！
！
！
ノ
　

ノ
ノ
！
〆
ノ
ノ
！
ー
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
’
ノ
ノ
！
ノ
ノ
ノ
〆
　

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
　

ノ
ノ
4

会
社
か
ら
礼
状

髭
髪
彰
鴬
嫉
．
離
髭
琶
髪
影
鑑

（松の山・村山豊治氏写す）すげぼうし

か
り
で
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。

人
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
東
京
都
秋
田
商
事

　
　
代
表
者
　
神
成
志
保

　
　
　
　
×

　
こ
の
た
び
石
炭
鉱
業
合
理
化
．

愛
知
県
同
興
紡
績
労
務
課

東
京
都
牧
製
本
印
刷
K
K

愛
知
県
関
興
業
K
K

東
京
都
臼
清
紡
．
西
新
井
工
場

構、

浜
市
池
田
物
産
K
K

茨
城
県
関
東
炭
鉱
K
K

東
京
都
鴻
池
運
東
京
営
業
所

伊
東
市
小
涌
園

　
　
　
×

ご
心
配
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
来
年
も
ぜ
ひ
四
、
五

審
議
会
に
よ
り
炭
鉱
増
強
部
に

入
り
開
銀
融
資
の
メ
ド
も
つ
き

こ
れ
か
ら
の
努
力
如
何
に
よ
つ

て
は
飛
躍
的
な
発
展
も
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
　
茨
城
県
重
丙
鉱
契
K
K

　
　
　
　
×

　
滝
沢
君
は
持
前
の
羅
用
さ
を

発
揮
し
て
常
備
職
員
と
何
ら
遜

色
な
く
よ
く
働
ら
い
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
　
東
京
都
氷
井
製
本
K
K

　
　
　
　
×

　
食
事
に
は
特
に
気
を
つ
け
不

満
の
な
い
よ
う
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
正
月
は
三
†
一
日
～
三

日
ま
で
休
ま
せ
る
つ
も
り
で
す

　
東
京
コ
ロ
タ
イ
ブ
印
刷
K
K

　
　
　
　
×

　
こ
れ
を
機
会
に
毎
年
十
名
程

度
を
ぜ
ひ
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
名
古
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